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表 腎 外傷 原 因 の一 覧 表

Ａ） 交通 外傷

バ イ ク

自転 車

歩行 中

バ ス の 串

Ｂ） ス ポー ツ 外 傷

ス キ ー

サ ツ カ ー

ボク シ ン グ

ラ ク ビ ー

ア メ リ 功 ン フ ッ ト ボ ー ル

Ｃ） 暴 行

夫 婦磧簿

その 他

Ｄ） 蓼 散

ス ベ リ 台

鉄 棒

その 他

Ｅ） 労働災害

高 所よ り落下

す る
．

〔合 併 症〕 腎 外 傷 の み７０１５路， 肝 臓逐．５％， 肺逐．５％，

肋 骨２２，７％． 交 通 事 故 の 場 合 と 異 な り， ス ポ ー ツ に よ

る も の で は 腎 単 独 損 傷 が 多 い．

〔診 断〕 ＤＩＰ， 超 音 波， ＣＴ， Ａ瓜ｇｉｏ．

〔治 療〕 保 存 的， 外 科 的 治 療 法カ
§あ る カ§， ８５％カ

ミ保

存的療法で治癒する．
血行カミ豊當であるので出血もし

や す いカミ， 治 癒 も し や す い． ま た 後 腹 膜 臓 器 で あ る た

め，１，０００ｍ
１ 程 度 出 血 す る と， 出 血 に よ る タ ン が ナ ー デ

状 態 と な り， 自 然 に 止 血 す る 可 能 性カ
書あ る．

損傷の程度カ灌 い挫傷や軽度裂傷は保存的に， 腎茎

部損傷や断裂などの高度損傷例は緊急あるいは早期手

術 を 行 う こ と で ほ ぼ 意 見 の 一 致 を み て い るカミ， 中 等 度

の 損 傷 例 で は ど う す る の か， 意 見カ
含分 が れ て い る．

Ｐｅｔｅ鵬㎝ の手術適応：①腎茎血管損傷，②断裂や粉

砕， ③ 出 血 性 シ ョ ッ ク の 進 行， ④ 腎 孟 ・ 尿 管 の 断 裂，

⑤腎周囲血腫の増大， 以上は緊急あるいは早期手術の

適応， ⑥腎被膜外への溢流， ⑦感染の合併， ⑧腎機能

の低下， ⑨受傷部より下部の閉塞， ⑩病的腎に合併，

以 上 は 待 機 手 術 の 適 庵 と さ れ る． い ず れ に せ よ，ス 深 一

ツによる腎損傷は比較的軽傷のものカ移 く， 早期診断

に よ り 多 く の 合 併 症 を 予 防 しう る．

〔症 例〕 ４２歳， 男 性． 既
往 歴， 家 族 歴 に 特 記 す べ き

こ と な し． 現 病 歴 ：１９９１年 ６ 月 ２ 日， 午 後 ４ 時 頃 海 岸

で ウ イ ン ド サ ー フ ィ ン 申 に 誤 っ て 自 分 の サ ー フ ボ ー 汽

で 左 腰 背 部 を 強 打 し た
．
瞬 間 は 激 痛 で あ っ た カミ， ５ 分

ほ ど で 湊 痛 は 多 少 軽 減 した１た め 放 置 し て い た． 帰 宅 後

尿カ涜 っぽいのに気付き， 救急外来受診．
尿検査にて

赤血球カ洛 視野に多数認められ， ＤＩＰ， ＣＴ を施行し

た
． 腎
損 傷 の 診 断 に て 入 院 と な る． 入 院 時 現 症 ：

血 圧

１２６／７０㎜ ｍＨｇ， 脈 拍６８／分， 外 表 上 明 ら か な 裂 傷 を 認 め

な か っ た．

２
．
鼻 骨 骨 折 ど ス ポ ー ツ

（耳鼻咽喉科） 長因恵子・黒田令子・

高山幹子・石丼哲夫

１９８８年 ９ 月 か ら１９９１年 ８ 月 ま で の ３ 年 間 の 当 科 初 診

の 鼻 骨 骨 折４８症 例 に つ い て， ス ポ ー ツ を 原 因 と す る も

のを中心に検討を行った． この３年間の当科初診患者

総 数１９，５６９例 の 内， 鼻 部 の 外 傷 を 主 訴 と した 症 例 は６９

例（０．３５％）， こ の う ち 鼻 骨 Ｘ 線 撮 影 で 骨 折 線 カ
ミ認 め ら

れ た 鼻 骨 骨 折 症 例 は４８例 （６９．６％） で あ っ だ． 受 傷 年

齢 は１０歳 代 か ら４０歳 代 塞 でカミ全 体 の８５％ を 占 め， 特 に

１０歳 代 と２０歳 代 で５８晃 を 占 め た． 男 女 比 は ２ ： １ で 男

性 が 多 カ・っ た． 受 傷 原 因 は
喧 嘩 に よ る も のカ 煽 も 多 く

２３例 （遂８％）， 次 い で ス ポ ー ツ ９ 例 （１８．８兆）， 交 通 事

故 ６ 例（１２．５％）， そ の 他 衝 突， 転 倒， 飛 び 降 り に よ る

自 殺 未 遂 と 続 く． ス ポ ー ツ の 内 訳 は， 野 球 や ゴ ル フ の

よ う な 剛 球 と ぶ つ か っ 花 り，
バ ス ケ ッ ト， サ ッ カ ー や

ラ グ ど一の ように 人と衝 突する 機会 の多い球 技カミ

７７
．
８％ を 占 め た

．

他施設の報告と比較すると， 受傷年齢はほぼ一致す

る． 一 般 に 男 女 比 は ポ １ で あ る の に 対 し， 当 科 で は

女性の症例の占める割合が多い． 受傷原因では，
一般

に ス ポ ー ツ カミ最 も 多 く， ４０％ 前 後 を 占 め る の に 比 べ る

と， ス ポ ー ツ 例 カ
§少 な く， 瞳 嘩 例カ 疹 か っ た．

一方， 鼻部の外傷を主訴として受診しながら， 骨折

線 の 認 め ら れ な か っ た 症 例カミ２１例 あ る が， そ の
う ち の

９ 例 （４２．９路） カ§ス 斌 一 ツ を 原 因 と す る も の で あ っ た．

こ の こ と は ス ポ ー ツ を 原 因 と し て 鼻 部 の 外 傷 を 主 訴 に

受診しだ症例の串数 （１８例申９例） に骨折線を認あた

と い う こ と に な る
．

治療は受傷後２週間以内に非観血的整復を行うカミ，

４８例 申 整 復 術 を 施 行 し た の は１５例 で， そ の う ち 入 院 し

て 全 身 麻 酔 下 に 行 っ た も のカミ９ 例（６０％）， 外 来 で 局 所

麻 酔 下 に 行 っ た も のカミ６ 例 （遂０％） で あ っ た．

４． 賄 岬１ｏ∀６ｓｉ㎝１蛆 １ｉｇ肚 ｅ㎜ 帥ｏ凧 の ３ 例

（第二病院皮膚科） 斎藤直子・栗村理恵・

高橋佳代子・石崎純子

昨 今，屋 外 ス ポ ー ツカ
ミ盛 ん に な り，皮 膚 の 露 兇 機 会カ

§

一 ７７９ 一


